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第３回・第４回臨時会で決まったこと

　

落
札
価
格
が
予
定
価
格
を

下
回
っ
た
金
額
で
入
札
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
１
円
入
札

が
あ
っ
た
時
、
ど
こ
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
理
由
で
、
こ

の
様
な
入
札
は
廃
止
さ
れ

た
。
国
が
こ
の
様
な
手
法
を

推
奨
し
て
い
る
と
言
う
が
、

私
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　

町
長
が
町
の
要
綱
を
勝
手

に
変
更
す
れ
ば
何
で
も
出
来

て
し
ま
う
の
か
。
メ
ン
テ
の

緊
急
対
応
策
に
も
不
安
が
残

る
。
こ
れ
ま
で
１
億
を
超
え

る
入
札
は
、
町
内
企
業
の
育

成
を
含
め
JV
（
共
同
企
業

体
）
を
組
ん
で
き
た
が
、
な

ぜ
共
同
企
業
体
を
組
ま
な
い

の
か
。
強
引
な
手
法
で
の
行

政
は
や
め
て
欲
し
い
。

猿
田　

正
純　

議
員

議
案
第
30
号
に
対
す
る

反 

対 

討 

論

議
案
第
30
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度　

ホ
ロ
ル
の
湯

大
規
模
改
修
工
事
（
空
調
設

備
改
修
及
び
屋
上
防
水
改
修
）

契
約
の
金
額

２
億
３
７
２
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
酒
門
町
４
８
１
４
番

地
の
１

株
式
会
社
新
栄
設
備
工
業

議
案
第
31
号

▽
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度
城
里
町
立
中
学

校
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

機
器
等
購
入
（
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
４
１
６
台
）

契
約
の
金
額

１
，
９
７
１
万
７
，
９
８
４
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
元
吉
田
町
１
０
７
４

番
地
の
１

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
本

部　

茨
城
支
社

第
３
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
３
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
３
回
臨
時
会
が
５
月
15
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
及
び
物
品
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
の
締
結

可
　
決

可
　
決

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
４
回
臨
時
会
が
６
月
17
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
及
び
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
議
案
第
38
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
38
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度　

道
の
駅
か
つ

ら
移
転
事
業
建
築
工
事

契
約
の
金
額１

６
億
７
９
８
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
け
や
き
台
３
丁
目
62

番
地
１株

式
会
社
大
貫
工
務
店

議
案
第
39
号

▽
令
和
７
年
城
里
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

追
加
補
正
額

８
１
，
７
２
万
７
千
円

予
算
総
額

１
３
４
億
２
，
１
１
３
万
３
千
円

主
な
事
業

・
元
気
ア
ッ
プ
振
興
券
事
業

（
第
８
弾
）

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

契
約
の
締
結

補
正
予
算

否
　
決

可
　
決
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４名の反対討論がありました。
議案第38号

▽工事請負契約の締結について

　

道
の
駅
か
つ
ら
の
移
転
建
設

事
業
に
は
賛
同
す
る
が
、
現
行

計
画
で
は
地
域
資
源
や
生
産
者

の
視
点
が
軽
視
さ
れ
て
お
り
、

「
建
て
る
こ
と
」
ば
か
り
が
先
行

し
て
い
る
。
赤
ネ
ギ
（
レ
ッ
ド

ポ
ア
ロ
ー
）
や
七
会
米
と
い
っ

た
町
自
慢
の
特
産
品
を
活
か
し

た
販
売
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
。

　

ま
た
、
搬
入
導
線
や
駐
車
場

の
不
足
、
高
齢
者
の
利
便
性
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
運
営
体
制

や
人
材
育
成
、
具
体
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
計
画
は
白
紙
同
然

だ
。
成
功
す
る
道
の
駅
に
必
要

な
の
は
、「
見
た
目
」
で
は
な
く
、

地
域
と
共
に
育
て
る
中
身
の
充

実
だ
。

　

よ
っ
て
現
行
に
お
い
て
の
執

行
は
尚
早
で
あ
る
。

反
　
対
　
討
　
論

加
藤
木　

直　

議
員

　

待
ち
に
待
っ
た
道
の
駅
、
早

く
建
設
を
と
願
う
気
持
ち
は
住

民
と
と
も
に
変
わ
り
な
い
。
住

民
が
安
全
か
つ
安
心
に
利
用
で

き
、
町
民
に
喜
ば
れ
る
道
の
駅

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
町
の
重
要
な
施
設

に
１
社
で
関
わ
る
こ
と
は
、
町

内
の
業
者
育
成
の
点
か
ら
見
て

も
問
題
だ
。
入
札
で
も
、
予
定

価
格
よ
り
低
い
低
入
札
価
格
で

落
札
し
た
場
合
、
要
綱
ど
お
り

行
っ
て
い
れ
ば
、
数
日
か
け
て

調
査
審
議
す
る
も
の
だ
が
、
開

札
当
日
に
町
長
の
手
元
に
わ
た

っ
て
い
る
。
正
規
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

造
成
工
事
で
は
ス
ロ
ー
プ
利

用
時
、
歩
行
者
側
の
壁
側
に
配

水
管
が
露
出
し
て
い
る
。
雨
の

日
な
ど
危
険
だ
。

反
　
対
　
討
　
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

造
成
工
事
現
場
を
観
た
65
歳

以
上
の
特
に
女
性
の
方
か
ら
、

安
全
面
で
の
危
険
性
・
不
安
視

す
る
多
く
の
声
を
戴
い
た
。

　

現
状
の
ま
ま
の
オ
ー
プ
ン
で

は
転
倒
や
接
触
事
故
を
含
む
交

通
事
故
、
最
悪
の
場
合
人
の
命

に
関
わ
る
事
案
が
発
生
す
る
。

天
候
次
第
で
リ
ス
ク
は
倍
増
。

自
治
体
が
つ
く
る
公
共
事
業
は
、

安
全
面
で
の
担
保
を
図
る
こ
と

が
基
本
で
当
然
の
義
務
。
何
も

対
策
を
講
じ
ず
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
。

　

も
う
一
度
再
考
し
て
、
30
年

後
も
誇
れ
る
道
の
駅
か
つ
ら
で

あ
っ
て
欲
し
い
。

反
　
対
　
討
　
論

金
長　

秀
範　

議
員

　

過
去
、
１
町
２
村
合
併
時
よ

り
、
１
億
円
を
超
え
た
物
件
は

地
元
企
業
と
の
企
業
体
が
通
常

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
単
独
事

業
だ
。
諸
納
税
、
雇
用
の
問
題
、

将
来
に
わ
た
っ
て
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
懸
念
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
盤
整
備
の
検
査
も

完
了
す
る
前
で
、
地
元
業
者
に

支
払
い
も
し
て
い
な
い
の
に
、

本
建
物
の
入
札
公
募
を
40
日
前

も
前
か
ら
行
う
の
は
理
解
で
き

な
い
。

　

町
長
は
町
内
業
者
は
高
い
か

ら
と
締
め
出
し
続
け
、
今
回
低

入
札
価
格
を
OK
し
て
、
入
り
込

め
な
い
様
と
ど
め
を
刺
そ
う
と

し
て
い
る
。
町
内
の
景
気
低
迷

を
良
く
知
っ
て
欲
し
い
。

反
　
対
　
討
　
論

猿
田　

正
純　

議
員


